
（別添）日本社会福祉学会・機関誌『社会福祉学』執筆要領〔引用法〕（2002.8.9）

１．注および文献の表示について
従来は，
秋田は，Ⅹについて「　　　1）」と述べている2）．
注）
１）秋田博司：「　　　論文名　　」『社会福祉学』第21‒2号，2001年，25頁．
２）ただし秋田は，Yについてはこれほど明確に述べているわけではない．

という方式を採用していたが，実際には本文注と文献注が分離されているものと，一体となっているものとが混
在している．これを明確に分離する．
新方式として，

とする．つまり，著者名・発行年・引用頁を本文に挿入する．ただし，引用文献が論文などで出所がわかりやす
い場合はとくに引用頁を記載しなくてもよいが，単行本などの場合は出所がわかりやすいように，引用頁を明示
する．そして，文末に，注の欄と文献の欄を別に設ける（なお，右肩添え字は注の指示であって引用文献の指示
ではない）．

　（注）
１）ただし秋田は，Yについてはこれほど明確に述べているわけではない．
（文献）
秋田博司（2001）「　　　論文名　　」『社会福祉学』21（2），23‒42．

２．句読点の使用について
現方式は，
秋田は，Ⅹについて「　　　」と述べている（秋田 2001：25）1）。 
 コンマ 丸

であるが，今後は
秋田は，Ⅹについて「　　　」と述べている（秋田 2001：25）1）．　
 コンマ ピリオド

に変更する．

３．引用
基本的に，論文中の引用方式を統一することが重要である．

⑴　短い引用
文献から短い文章を引用するときは，本文中に「　　」でくくる形で引用を行う．その際，引用文中に「　　」
が使用されている場合はその箇所を『　　』に変える．

（2）　長い引用（以下，□は空欄を表す）
本文・・・・・・
１行空ける
□□□・・・・・・・・
□□・・・・・・・・・
□□・・・・・・・・．（秋田 2001：25）

秋田（2001：25）は，Ⅹについて「　　　」と述べている1）．
あるいは，
秋田は，Ⅹについて「　　　」と述べている（秋田 2001：25）1）．



１行空ける
□本文・・・・・
・・・・・・・・

（3）　翻訳のある外国書からの引用
原典から直接に引用する場合は，Thane（1996：23‒4）あるいは（Thane 1996：23‒4）のように記載するが，
翻訳書から引用する場合は，Thane （＝2000：34‒5）あるいは（Thane＝2000：34‒5）のように記載する．

４．参照の表示の仕方
Ⅹについての先行研究を概観すると次のような特徴がみられる（中山 1997；中川 1998；秋田 2001；北沢 2002）．

５．文献の記載方式（文末の文献欄における記載の方式：□は空欄を表す）
（1）邦文の文献
　　①　単著の場合
　　著者名（出版年）『書名（タイトル――サブタイトル）』出版社名．
（例）
　　小松源助（2002）『ソーシャルワーク実践理論の基礎的研究――21世紀への継承を願って』川島書店．

　　②共著の場合
　　文献上の著者順（出版年）『書名（タイトル――サブタイトル）』出版社名．
（例）
　　岡村重夫・高田真治・船曳宏保（1979）『社会福祉体系3□社会福祉の方法』勁草書房．

　　③編書の場合
　　編者名（出版年）『書名（タイトル――サブタイトル）』出版社名．
（例）
　　尾崎□新編（1999）『「ゆらぐ」ことのできる力――ゆらぎと社会福祉実践』誠信書房．
三浦文夫・高橋紘士・田端光美・ほか編（2002）『講座戦後社会福祉の総括と21世紀への展望Ⅲ□政策と
□制度』ドメス出版．

④編書論文の場合
論文著者名（出版年）「論文名」編者名『書名』出版社名，論文初頁‒終頁．
（例）
永岡正己（2002）「第1章□戦後社会福祉思想の形成と展開」阿部志郎・右田紀久恵・宮田和明・ほか編
□『講座戦後社会福祉の総括と展望Ⅱ□思想と理論』ドメス出版，19‒72．

⑤雑誌論文の場合
論文著者名（出版年）「論文名」『掲載雑誌（もしくは紀要）名』巻（号），論文初頁‒終頁．
（例）
原田和宏・齋藤圭介・有岡道博・ほか（2002）「福祉関連職におけるMaslach Burnout Inventoryの因子 
□構造の比較」『社会福祉学』42（2），43‒53．
押小路忠昭（2001）「専門職研究の発展とそのパラダイム転換について」『社会学専攻紀要』（明治学院大
□学）25，1‒26．

〔注〕
ⅰ ３名を超える著者については３名まで連記し，それ以上は「ほか（欧文の場合はet al.）」で表記する．



ⅱ   『雑誌名』『紀要名』は出版元に関する表記は原則必要ないが，その名だけでは出版元がわかりにくい
場合は表記する．
ⅲ   雑誌・紀要の巻・号については，たとえば第42巻第2号を42（2） というように表記する．巻のみ，も
しくは号のみの場合は，たとえば第25号を25というように表記する．
ⅳ 掲載頁が年巻通算頁で記されているものは，その頁で表記する．その場合は，号数表示を省略してよい．

⑥翻訳書の場合
原典の書誌情報．（＝翻訳の出版年，訳者名『訳書のタイトル』出版社名．）
（例）
Thane, Patricia （1996） The Foundations of The Welfare State, 2nd Ed., Longman. （＝2000, 深澤和子・
□深澤敦監訳『イギリス福祉国家の社会史――経済・社会・政治・文化的背景』ミネルヴァ書房．）

〔注〕
ⅰ 原典の書名はイタリック体で表記するか，もしくは下線を引く．
ⅱ   ファースト・オーサーのみ　ファミリーネーム，ファーストネーム　ミドルネーム（イニシャルの
み）．で表記し，後はファミリーネーム，ファースト／ミドルネーム（イニシャルのみ）．で表記する．
複数の表示はandを使用する．
ⅲ 掲載雑誌名・書名はイタリック体，もしくは下線を引く．

⑦初出誌の掲載誌と再掲編著書を共に示したい場合
初出誌に関する書誌情報（再録：再録編著書に関する書誌情報）
（例）
吉田民人（1974）「社会システム論における情報――資源処理パラダイムの構想」『現代社会学』1（1），7‒
□27．（再録：1990, 『情報と自己組織性の理論』東京大学出版会，153‒72）．

〔注〕
掲載頁表示において，153‒172という場合には，153‒72という表示でよい．

⑧調査報告書の場合
研究代表者名（刊行年）『タイトル』〇〇年度・・・・・報告書，研究機関名．
（例）
米本秀仁（2002）『社会福祉専門職における現場実習とこれからのあり方に関する調査研究報告書』平成
□13年度「長寿・子育て・障害者基金」福祉等基礎調査（社会福祉・医療事業団委託研究），北星学園大
□学米本研究室．

⑨政府刊行物等の場合
編集機関名（出版年）『タイトル』発行元．
（例）
厚生労働省（2001）『厚生労働白書（平成13年版）』ぎょうせい．
国立社会保障・人口問題研究所編（2000）『人口の動向　日本と世界――人口統計資料集2001/2002』厚
□生統計協会．

⑩修士論文・博士論文の場合
著者名（論文提出年）「論文タイトル」○○大学大学院○○学研究科〇〇年度修士論文（あるいは博士学
□位論文）．



⑪学会報告原稿の場合
著者名（発行年）「原稿タイトル」『学会報告要旨集名』（開催大学名），頁．
（例）
橋本美枝子（1998）「スーパービジョンにおける境界の問題――「感情」 の取り扱いをめぐって」『日本 
□社会福祉学会第46回大会研究報告概要集』（明治学院大学），158．

⑫電子メディア情報の場合
著者名（公表年または最新の更新年）「当該情報のタイトル」（URL，アクセス年月日）．
（例）
厚生労働省（2002）「サービス供給における契約について」（http://www.mhlw.go.jp/general/seido/syakai/
□sienhi/jimu05.html, 2002.5.12）．

（2）欧文の文献
①単著の場合
著者のファミリーネーム，ファーストネーム　ミドルネーム（出版年）タイトル：サブタイトル，出版社
□名．

〔注〕
ⅰ タイトル：サブタイトルはイタリック体もしくは下線を引く．
ⅱ   ファーストネーム　ミドルネームはイニシャルだけでもよい．その場合は，イニシャル．（ピリオド）
となる（以下同じ）．

（例）
Buhler-Wilkerson, Karen （2001） No Place Like Home：A History of Nursing Home and Home Care in 
□The United States, The Johns Hopkins University Press．
Buhler-Wilkerson, K. （2001） No Place Like Home：A History of Nursing Home and Home Care in The 
□United States, The Johns Hopkins University Press．

②共著の場合
ファーストオーサーのファミリーネーム，ファーストネーム　ミドルネームand共著者のファミリー 
□ネーム，ファーストネーム　ミドルネーム．（出版年）書名，出版社名．
（例）
Kirk, Stuart and Reid, W. J. （2002） Science and Social Work: A Critical Appraisal, Columbia 
□University Press．

③編書の場合
編者名の後に，編者が１人の場合はed．複数の場合はeds. を入れる．
（例）
Cutcliffe, John R., Butterworth, T. and Procter, B. eds. （2001） Fundamental Themes in Clinical 
□Supervision, Routledge.

④書籍掲載論文の場合
（例）
Stalker, Susan （2001） Inclusive Daytime Opportunities for People with Learning Disabilities, Chris 
□Clark ed. Adult Day Services and Social Inclusion, Jessica Kingsley Publishers, 46‒66．

http://www.mhlw.go.jp/general/seido/syakai/


⑤雑誌論文の場合
（例）
Schoenberg, Nancy E., Coward, R. T. and Albrecht, S. L. （2001） Attitudes of Older Adults About 
□ Community-Based Services: Emergent Themes from In-Depth Interviews, Journal of Gerontological 
□ Social Work, 35（4），3‒20．

６．文末における注リストの記載方式：片カッコ№を列挙する．

（注）
1）□・・・・・・本文
□□・・・・・・・・
2）
3）
：

７．文末における文献リストの記載方式
①文献リストには本文中に引用もしくは言及した文献のみを記載する．
②１文献ごとに改行する．
③  著者（ファーストオーサーのファミリーネーム）のＡＢＣ順に並べる．日本人のラ行はＲの位置につける．
④同一著者の複数の文献がある場合は，出版年の古い順に並べる．
⑤  同一著者の複数の文献が同一出版年である場合は，（出版年ａ）（出版年ｂ）（出版年ｃ）という具合に並 
べる．
⑥同一著者が共著のファーストオーサーになっている場合は，単著が終わった後に並べていく．

（文献）
・・・・・・・・・
□・・・・・・・・
・・・・・・・・・
□・・・・・・・・
：

結局，論文の印刷体裁は以下のとおりになる．

タイトル
著者名
要旨：
Key Words：
本文
（注）ただし，記載されている場合
（文献）
（英文抄録）

本規定は以下の文献を参考にしている．
日本社会学会編集委員会（1999）『社会学評論スタイルガイド』
日本心理学会（1991）『心理学研究　執筆・投稿の手びき（1991年改訂版）』




